


～講師・講義内容紹介～ 

A コース：著作権制度の基礎を学ぶ～著作物の利用における注意点を中心に～

 

 

 

 

 

 
  

本講では、著作物の利用にあたり留意するべき点について、裁判

例や世間の注目を集めた事例を参考に、著作権法の基礎から説明

します。 

著作権による保護を受ける「著作物」とはどのようなものか、ど

こまで類似していれば著作権法上違法と評価されるのか、「引用」

等の規定により自由に利用できるのはどのような場合か、著作者

人格権についてはどのような点に留意すべきか等について、具体

例を踏まえて検討してみましょう。 

 

 

《 《 《 講 義 内 容 （予 定） 》 》 》 

1 著作権法の重要性 

2 著作物とは？ 

3 著作物の「利用」と「使用」 

4 権利制限規定とは？ 

5 著作者人格権とは？ 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略  歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

2007：北海道大学法科大学院修了 

2008：弁護士登録（東京弁護士会） 

2013：弁護士法人内田・鮫島法律事務所入所 

現在、デジタルハリウッド大学非常勤講師 

株式会社るーみっくプロダクション取締役 

一般社団法人国際コンピュータ利用監査教育協会監事 

● ● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

・『ITビジネスの契約実務』（共著/商事法務/2017） 

・『ロジスティクス知的財産法Ⅱ 著作権法』（共著/信山社/2014） 

・『著作権法コンメンタール』（共著/レクシスネクシス/2013） 

B コース：SNS と著作物の利用～トラブル防止と実務上のポイント～  
     

 

 

 

 

 
 
 
  
 

企業のビジネス戦略において SNS の利用が重要性を増す中、

SNS での写真、動画などの著作物の利用の方法や態様を巡って

様々なトラブルが生じています。本講では、SNS利用の際に問題

となる著作権等の権利について解説した上で、SNSの利用と権利

侵害や炎上回避に向けた実務的対策をアドバイスします。 

《 《 《 講 義 内 容 （予 定） 》 》 》 

1 SNS利用の際に注意すべき著作権とその他の権利 

2 SNSでのコンテンツの自由利用とその限界(著作物性、権利制限) 

3 SNSトラブルの実例検証 -権利侵害の理論と実務のギャップ- 

4 SNSコンプライアンス戦略とトラブル・ 

炎上回避に向けた実践的対策 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略  歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

2004：早稲田大学法学部卒業 

2006：東京弁護士会登録、TMI総合法律事務所入所 

2014：南カリフォルニア大学ロースクール修了 

（LL.M., Entertainment Law Certificate） 

2014：Sheppard, Mullin, Richter & Hampton LLP勤務 

2015：Pryor Cashman LLP勤務 

2015：ニューヨーク州弁護士資格取得 

2015：TMI総合法律事務所復帰 

 

● ● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

・『IT・インターネットの法律相談』（共著/青林書院/近日刊行予定） 

・「タレントをめぐる契約」（共著/『講座 現代の契約法 各論3』/青林書院/2019） 

・「スポーツビジネスと知的財産」（共著/『ジュリストNo.1514』/有斐閣/2018） 

・『個人情報管理ハンドブック〔第4版〕』（共著/商事法務/2018） 

・『著作権の法律相談 I・II』（共著/青林書院/2016） 

 

内田・鮫島法律事務所 

弁護士 

 

TMI総合法律事務所 

弁護士 

 

＜お知らせ＞ 

当日は会場にて CRIC 発行の著作権関連書籍を割引販売いたしますので、 

ご興味のある方は是非この機会にお買い求めください！ 

 

高瀬 富 
 
 

垣 勝之 

「インターネットビジネスの著作権とルール（第 2 版）」 

（編著：福井健策／共著：池村聡 杉本誠司 増田雅史） 

定価（本体 2,800 円+税） 好評発売中！ 



 

B コース：インターネット社会における二次創作等を巡る最新の法律問題

 

 

 

 

 
      
デジタル技術やインターネットの発展等により、一般の人々が既存

の著作物の二次創作と関わる機会が増え、様々な法律問題が注目さ

れるようになっています。本講では、二次創作を巡る法律問題を整

理するために必要な著作権法の基本的理解を確認した上で、近時注

目すべき裁判例の紹介や重要な法的問題の解説を行います。 
  

《 《 《 講 義 内 容 （予 定） 》 》 》 

1 はじめに － インターネット上の二次創作 

2 二次創作行為と著作権法 

（1）二次創作物の権利者と権利関係 

（2）二次創作物を適法に利用するには 

3 二次創作をめぐる最新の法律問題 

（1）キャラクター （2）イラスト、写真 （3）パロディ 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略  歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

1996：東京大学法学部卒業 

1998：長島･大野法律事務所(現:長島･大野･常松法律事務所)入所 

2002：ニューヨーク大学ロースクール(LL.M.)卒業 

2002～2003：Paul,Weiss,Riflind,Wharton & Garrison LLP（New 

York）法律事務所勤務 

2007：上智大学大学院法学研究科法曹養成専攻 非常勤講師 

● ● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

・「ライセンス契約法 取引実務と法的理論の橋渡し」（『Business Law  

Journal』/レクシスネクシス・ジャパン/2015～） 

・「米国における出版物の利用に関する契約について」（『出版をめぐる 

法的課題 その理論と実務』/日本評論社/2015） 

・「いわゆる自炊代行事業と複製権侵害の成否」（『著作権研究41号』/ 

有斐閣/2015） 

・「エンタテインメント契約」（共著/『ジュリストNo.1460』/有斐閣/2013） 

A・B コース共通：最近の著作権裁判例について 
                         

最近の著作権裁判例について、インターネットビジネスに関係す

る事例を中心に、裁判所の判断のポイントなどを解説します。 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略  歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

2006：早稲田大学法学部卒業 

2008：仙台地裁判事補 

2011：最高裁総務局付、衆議院法制局参事 

2013：横浜地裁判事補 

2015：岐阜家・地裁多治見支部判事補 

2018：東京地裁判事補、東京地裁判事 

● ● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

・「知的財産高等裁判所，東京地方裁判所・大阪地方裁判所知的財産権

部各部の事件概況」（共著/『法曹時報第71巻11号』/法曹会/2019） 

A・B コース共通：動画配信・オンラインイベントを使いこなす権利と契約 

  
                   
コロナ禍でオンラインイベント・オンライン講義へのシフトは一

気に進んだ。そこで、これまで無関係だった人々が一斉に直面す

ることになったのが、動画配信に関わる著作権・肖像権などの権

利と、そして各種の動画配信プラットフォームの規約条項である。

本講では、大きな落とし穴を避けつつ、他方で無用に萎縮するこ

となく既存の文献や資料を使って動画配信・オンライン講義をお

こなうための著作権・肖像権の実務、そして主要プラットフォー

ムに共通する規約・ポリシーの注意点を、近時の法改正も踏まえ

て、基礎から概観する。 

《 《 《 講 義 内 容 （予 定） 》 》 》 

動画配信の著作権・著作隣接権の基礎知識 

オンラインライブ・オンラインイベント・オンライン会議 

放送番組の配信、ゲーム実況 

歌ってみた・踊ってみた、VTuber、映り込み 

パブリックドメインと保護期間計算 

デジタルアーカイブと検索サービス 

オープンアクセス、教育のオープン化 

肖像権ガイドラインの試み 

プラットフォーム規約・ポリシーの注意点    ほか 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略  歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
1991：東京大学法学部卒業  1993：弁護士登録（第二東京弁護士会） 

米国コロンビア大学法学修士課程修了（セゾン文化財団スカラシップ）、シ

ンガポール国立大学リサーチスカラーなど経て、現在、骨董通り法律事務

所 代表パートナー。ニューヨーク州弁護士。日本大学芸術学部・神戸大

学大学院・iU 客員教授。国会図書館審議会会長代理、デジタルアーカ

イブ学会理事、「本の未来基金」運営委員、「さいとう・たかを劇画文化財

団」理事、think C世話人などを務める。 

● ● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
・『改訂版 著作権とは何か』（集英社新書/2020） 

・『誰が｢知｣を独占するのか』（集英社新書/2014） 

・『エンタテインメントと著作権』全5巻（シリーズ編者/CRIC） 

・『「ネットの自由」vs.著作権』（光文社新書/2012） 

・『18歳の著作権入門』（ちくまプリマー新書/2015） 

・『AIがつなげる社会』（共著/弘文堂/2017）       ほか 

東京地方裁判所 

民事第 46 部 裁判官 

佐藤 雅  
 

長島・大野・常松法律事務所 

弁護士 

松田 治 

骨董通り法律事務所 

弁護士 

 

福 健策 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記のとおり「著作権ビジネス講座」（東京）への参加を申し込みます。 

● 申 込 者                      申込日：   年   月   日 

法人名または個人名  部署名・担当者名  

住 所 〒 

電話番号  FAX 番号  

e-mail  ※いずれかにチェック☑してください 

□CRIC 会員 ・ □一般 

参加人数 名 
※弁理士の方のみ、いずれかにチェック☑してください 

受講証明書発行を □希望する（登録番号[      ]）・□希望しない 

● 参 加 者（参加コースに○をしてください） 
 参 加 者 名 部 署 名 ３コースのいずれかをご選択ください 

①    A 
（２日間） 

B 
（２日間） 

A 
（１日目のみ） 

②  
  A 

（２日間） 
B 

（２日間） 
A 

（１日目のみ） 

③  
  A 

（２日間） 
B 

（２日間） 
A 

（１日目のみ） 

④  
  A 

（２日間） 
B 

（２日間）  
A 

（１日目のみ） 
 
備考・特記事項（ご意見・ご要望などがございましたら、ご記入ください。） 

 
 
 

申 込 要 領 ・ ご 注 意 等 
○ 新型コロナウイルス感染症の感染予防及び拡散防止の対策を

講じたうえで開催いたしますので、受講の際はマスクを着用し
ていただきますようお願いいたします。 

○ 今後の感染の広がりや政府方針の変更に伴い開催中止を決定
した場合は、速やかに弊センターHP でご案内し、お申込みの
あった皆さまに対しては、メール・お電話での連絡、ご入金後
であれば返金の対応をさせていただきます。 

○ お申込受付は先着順とし、定員になり次第締め切ります。 

○ お申込受付後、「受講票」と「請求書」を郵送いたします。 

○ お申込み後、10 日間を経過しても受講票等が届かない場合に
は、ご一報ください。 

 

○ 参加費は、請求書記載の銀行口座へお振込みください 

（当日会場でのお支払いはできません）。 

○ 払込金受領証をもって領収証に代えさせていただきます。 

○ キャンセルによる返金および他の講座への振替はできません
（代理出席は可能です）。 

○ ご参加の際は、必ず受講票をご持参ください。 

○ 欠席された方には、当日の資料を後日お送りいたします。 

＊ CRICは、日本弁理士会の継続研修の外部機関として認定され

ており、この講座は、日本弁理士会の継続研修として申請中で

す。この講座を受講し所定の申請をすると、外部機関研修とし

て受講講座に応じた単位が認められる予定です。 

お問合せ先 公益社団法人著作権情報センター（CRIC） TEL 03-5309-2421 FAX 03-5354-6435 

〒164-0012 東京都中野区本町 1-32-2 ハーモニータワー22F 

 

 

 

＊ 会場内での写真・ビデオ撮影、録音は固くお断りしております。予めご了承ください。 
＊ お知らせいただいた個人情報は、本研究会の運営、及び当センターが実施する事業（講座・セミナーの開催や書籍の発行など）のご案内のために必要な範囲以外では利用いたしません。 

当センター主催のセミナーや、新刊書籍などの情報をお送りするメールマガジンサービスを行っています。 

配信をご希望の方は、こちら https://www.cric.or.jp/magazine/index.html から登録をお願いします。 

お申込みはこちらのフォームからお願いします。 

https://www.cric.or.jp/seminar/form.html 

（FAX でもお申込みいただけます） 

参 加 申 込 書（ＦＡＸ用：03-5354-6435） 


